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量の時代の終わり
― 三層構造で読む、2026 年前半市場の重心移動

本書で扱うデータは TRYSEM （株式会社 SUNTAC）から引用

本書で定義するセグメンテーションは「TRYSEM」と異なる基準を採用しております
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　― 市場は静かに、しかし確実に選別を始めている ―

　ヒットは、いつの時代も市場を動かしてきた。だが、データを扱う立場から見て
重要なのは、「ヒットしたかどうか」ではない。その登場によって、プレイヤーの
行動がどのように変化したのかである。

　時間の使い方は変わったのか。
　遊技の深さは変わったのか。
　そして、市場の重心はどこへ移動したのか。

　2026 年初頭、パチンコ・パチスロ市場には複数の大型 IP が投入された。いず
れも高い注目を集め、一定の存在感を示したことは疑いようがない。しかし、表
面的な盛り上がりとは裏腹に、市場の内部では別の変化が進行している。それは、
選別の基準が変わり始めているという事実である。

　かつて市場は、ブランドによって動いた。
　次に、市場は瞬間的な射幸性によって揺れ動いた。

　しかし現在、プレイヤーの行動はそのどちらにも完全には回帰していない。デー
タを多層的に重ねると、広く触られる機種と、深く打ち込まれる機種が明確に分
かれ始めていることが確認できる。

　回転が先行するモデル。
　粘着によって支えられるモデル。
　支持密度と体験強度を両立させるモデル。

　市場には、複数の “勝ち方” が同時に存在している。そして、その違いこそが、
次に主導権を握る機種を静かに選別し始めている。重要なのは、これは一過性の
新台効果ではないという点である。短期的な話題性では説明できない、構造的な
再配分が起きている。
　本稿では、延べ遊技者割合、台あたり遊技人数、1 人あたりアウトという三つの
視点を用い、市場を「広がり」「厚み」「深さ」の三層構造として捉え直す。その重
なりの中から、現在の市場がどのフェーズにあり、どこへ向かおうとしているのか
を読み解く。

　再編は、すでに始まっている。
　そしてそれは、いまなお進行中である。

　2026 年前半。市場は静かに次の秩序を形成しつつある。本稿は、その兆しを捉
えるための観測記録である。

研究テーマ
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市場再編という言葉は、しばしば「シェアの移動」として語られる。しかし、延べ遊技者割合という単一指標だけでは、再編の本質は見えてこない。重要なのは、総量がどう
動いたかではなく、どの層がどう変化したかである。本稿では、市場を三つのレイヤーで捉える。

　第一に、延べ遊技者割合。
　これは市場の「広がり」を示す指標である。どの機種に、どれだけのプレイヤーが触れたのかを可視化する。

　第二に、台あたり遊技人数。
　これは市場の「厚み」を示す指標である。1 台がどれだけのプレイヤーを受け止めているか、すなわち回転の密度を測る。

　第三に、1 人あたりアウト。
　これは市場の「深さ」を示す指標である。プレイヤーがどこまで打ち込んだのか、体験の強度を表す。

　この三層を重ね合わせて初めて、市場の現在地が立体的に浮かび上がる。

再編の正体は “総量” ではなく “構造” にある



4

※１ エヴァ 17　e 新世紀エヴァンゲリオン 17 はじまりの記憶 R　※２ エヴァ 15　P 新世紀エヴァンゲリオン 15 未来への咆哮　※３ 東京喰種　e 東京喰種 W　※４ 牙狼 12　e 牙狼 12XX-MJ　

※５ L 北斗転生 2　L スマスロ北斗の拳 転生の章 2 MW　※６ L 北斗 AD　L パチスロ北斗の拳 AD XR ※７ L 東京喰種　L 東京喰種 CT　※８ L モンキー 5　L モンキーターン 5CE

◆延べ遊技者割合 ― 再編はどこから始まったのか

　まず、市場の “広がり” から確認する。

　パチンコ市場では、「エヴァ 17※１」が年末商戦の中心として高い延べ遊技者割合
を確保した。その存在感は明確であり、導入直後のインパクトは疑いようがない。
しかし、その後の推移を丁寧に追うと、興味深い事実が浮かび上がる。「エヴァ 15※２」
への明確なブランド回帰は起きていないのである。
　もし市場がブランド循環で動いているのであれば、勢いの収束とともに旧主力
へ資金と時間が戻るはずである。しかし実際には、「東京喰種※３」が再びシェアを
取り戻しつつあり、「牙狼 12※４」は安定こそしているが拡張には至っていない。
　ここから読み取れるのは、ブランド単位ではなく、体験価値単位での再配分で
ある。

　パチスロ市場でも同様の構造が確認できる。「L 北斗転生 2※５」が導入以降シェ
アを拡大し、「L 北斗 AD※６」が縮小するという世代交代は明確である。しかし北
斗シリーズ合算では依然として市場コアを維持しており、他機種が崩壊したわけ
ではない。「L 東京喰種※７」や「L モンキー 5※８」は一定レンジを保ち、分散構造
が継続している。
　すなわち、両市場ともに総量拡張ではなく、内部の重心移動が起きている。
　だが、広がりの変化だけでは再編の本質は語れない。次に、その広がりがどれ
だけ “密度” を伴っているのかを確認する必要がある。

【図 1】　延べ遊技者割合 直近週推移（市場の広がり）- パチンコ

【図 1】　延べ遊技者割合 直近週推移（市場の広がり）- パチスロ
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◆台あたり遊技人数 ― 広がりは支持密度を伴っているか

延べ遊技者割合が “接触の広がり” を示すならば、台あたり遊技人数は “支持
の厚み” を示す。ここで重要なのは、シェア拡大が一時的な流動性なのか、構造
的支持なのかを見極めることである。

　パチンコ市場では、「エヴァ 17」が導入初期に高回転を示したものの、足元では
収束傾向にある。これは需要と供給の均衡点へ向かう自然な調整とも言える。し
かし同時に、「東京喰種」は再編局面においても支持密度を大きく崩していない。
　この差は決定的である。シェアが揺らいでも密度が維持される機種は、構造的
支持を持つ。「エヴァ 15」は安定しているが、拡張的密度上昇は確認できない。「牙
狼 12」も同様に、現状維持のレンジにとどまる。

パチスロ市場では、「L 北斗転生 2」が初期高回転から収束しつつも、「L 北斗
AD」より高い水準を保っている。ここでも世代交代は流動性の面でも裏付けられ
る。
　しかし、注目すべきは「L 東京喰種」が安定的な回転を維持している点である。
さらに「L モンキー 5」も大きな崩れはない。つまり、「L 北斗転生 2」が市場を
独占しているわけではない。

　ここで見えてくるのは、初動型モデルと持続型モデルの分岐である。だが、回
転が維持されているからといって、それが深い支持を意味するとは限らない。そこ
で最後に確認すべきは、“打ち込みの深さ” である。

【図 2】　台あたり遊技人数 直近週推移（回転の密度）- パチンコ

【図 2】　台あたり遊技人数 直近週推移（回転の密度）- パチスロ
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◆1 人あたりアウト ― 支持は “どこまで” 深いのか

　ここまで、延べ遊技者割合で市場の広がりを確認し、台あたり遊技人数で支持
密度の厚みを検証してきた。
　しかし、回転が維持されていることが、必ずしも “強い機種” を意味するわけで
はない。
　回転の多さは、短時間試打の積み重ねによっても形成されるからである。

　そこで最後に確認すべきは、その回転がどれだけ深く打ち込まれているのかで
ある。1 人あたりアウトは、プレイヤーが 1 回の遊技でどこまで資金と時間を投下
したかを示す。すなわち、体験の “深度” を測る指標である。

◆パチンコ市場における深度の分岐

パチンコ市場では、「エヴァ 17」が導入初期に突出した深度を示し、その後は
一定水準へと収束している。これは熱狂期から定着期への移行を意味しており、
機種としての体験価値が市場上位レンジにとどまっていることは評価できる。
　しかし、より注目すべきは「東京喰種」の動きである。

同機はシェアの揺らぎを経験しながらも、体験深度を大きく崩していない。支
持密度が維持されていることは前段で確認したが、それに加えて遊技の深さも安
定している。
　すなわち、「東京喰種」は、広がり・厚み・深さの三層を横断して崩れにくい構
造を持つ。
　一方、「エヴァ 15」は一定の深度を維持しているものの、拡張的な上昇は確認で
きない。「牙狼 12」も同様に安定はしているが、突出はしない。
　ここで市場の分岐が明確になる。

　“拡張を牽引する機種” と、
　“安定を維持する機種” が分かれ始めているのである。



※９ L マギア　L ／スマスロマギアレコード／ RN
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◆パチスロ市場におけるモデル差

　パチスロ市場では、さらに構造差が鮮明である。

　「L 北斗転生 2」は、広域集客型モデルでありながら 3,000 個水準の深度を維持
している。これは単なるブランド移行ではなく、実際に “打ち込まれている” 機
種であることを意味する。対照的に、「L 北斗 AD」は遊技深度が明確に低いレン
ジで推移しており、世代交代はシェアだけでなく体験強度の面でも裏付けられる。

　しかし、最も象徴的なのは「L マギア※９」である。
　同機は延べ遊技者割合の規模では市場を制していない。だが、1 人あたりアウト
は一貫して高水準を維持している。これは広く触られている機種ではなく、強く
支持されている機種であることを示す。

　すなわち、

　・「L 北斗転生 2」＝広域集客 × 一定深度
　・「L マギア」＝限定母数 × 高深度

　という、対照的な二つの成功モデルが並立している。

【図 3】　1 人あたりアウト 直近週推移（体験の強度）- パチンコ

【図 3】　1 人あたりアウト 直近週推移（体験の強度）- パチスロ
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◆深度が示す市場の本質

　ここで三層を改めて重ねると、現在の市場像がより明確になる。

　延べ遊技者割合だけを見れば、再編は穏やかに見える。
　台あたり遊技人数を重ねると、初動と持続の差が見える。
　そして 1 人あたりアウトを加えると、真の支持構造が浮かび上がる。

　現在の市場は、
　“広く浅く” の時代でもなければ、
　“爆発的一強” の時代でもない。

広域集客型、安定収益型、高粘着型が並立し、体験密度によって選別されるフェ
ーズへ移行している。その中で、三層すべてを横断して崩れない機種こそが、次
の市場主導権を握る。

この視点をもって、次章ではパチンコ市場の中核機種から具体的に検証を進め
る。
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※10 北斗 11 暴凶星　e 北斗の拳 11 暴凶星 SHEF

◆シェアの揺らぎと、その後の回復

　延べ遊技者割合を見ると、「東京喰種」は再編の波を受けている。「北斗 11 暴凶
星※10」導入局面、「エヴァ 17」投入局面において、一時的に圧縮を経験している。

　しかし重要なのは、その後である。

　圧縮された後に、再びシェアを取り戻している。これは偶発的な反発ではない。
市場全体が体験価値で再配分される中で、選び直されている可能性が高い。

　ブランド回帰ではなく、体験の再評価である。

　俯瞰で確認した通り、現在の市場は一強回
帰ではない。ブランド循環でもない。体験密
度によって選別が進む、多極分散型の再編局
面である。その中で、三層を横断して崩れな
い機種が存在する。それが「東京喰種」である。

なぜ、いま “東京喰種” なのか

(C) 石田スイ／集英社・東京喰種製作委員会
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◆支持密度が崩れていない

　次に、台あたり遊技人数を確認する。再編局面において、多くの機種が支持密
度を圧縮している。しかし「東京喰種」は大きく崩れていない。シェアが揺れても、
1 台あたりの支持厚みが維持されている。これは単なる話題性ではなく、構造的
支持が形成されている証拠である。回転が落ちない機種は強い。だが、再編局面
で回転を維持できる機種は、さらに強い。

◆体験強度が “安定している” という強み

　そして、1 人あたりアウトである。「東京喰種」は爆発的な突出レンジを持つ機
種ではない。しかし、急落もない。一定の高水準レンジを安定して維持している。
ここに本質がある。

　広く触られ、
　一定の支持密度を持ち、
　かつ、深く打ち込まれている。

三層すべてにおいて、極端な崩れがない。これは短命型ヒット機種とは明確に
異なる。
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◆「エヴァ 17」との構造差

　「エヴァ 17」は高シェア機種である。しかし、供給規模の影響を受け、支持密度
は調整局面に入っている。一方、「東京喰種」はシェア規模では若干劣るものの、
密度と深度が安定している。

　すなわち、

　・「エヴァ 17」＝高シェア型
　・「東京喰種」＝高密度安定型

　という役割分化が進行している。

市場が体験密度で選別されるフェーズにある以上、後者の評価は相対的に高ま
る。

◆なぜ “次期マーケットリーダー候補” なのか

　リーダーとは、最もシェアが高い機種ではない。三層を横断して崩れない機種
である。

　現在の市場において、

　・再編局面でシェアを取り戻し
　・支持密度を維持し
　・体験強度を安定させている

　という条件を満たす機種は限られている。その一角が「東京喰種」である。今後、
供給過多機種の調整が進み、プレイヤーがより納得感のある滞在体験を求めるな
らば、同機は構造的優位を持つ。

　これは短期的評価ではない。再編市場の帰結としての評価である。
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◆拡張機種から定着機種へ

　まず、延べ遊技者割合である。「エヴァ 17」は依然として高水準を維持している。
市場規模の観点では、今なお主力であることは疑いない。

　だが、導入初期の拡張局面はすでに終了している。

　市場を押し広げる役割から、市場内シェアを維持する役割へと移行している。
この変化を “減速” と見るか、“フェーズ転換” と見るかで評価は変わる。

　本稿では後者と整理する。

　「東京喰種」が三層を横断して崩れない機種
であるならば、「エヴァ 17」はどのように位
置づけるべきか。

　導入初期に市場を牽引した事実は揺るがな
い。高い延べ遊技者割合と突出した 1 人あた
りアウトは、年末商戦の中心機種として十分
な役割を果たした。
　しかし、現在のデータを俯瞰すると、その
評価軸は修正が必要である。

「エヴァ 17」をどう再定義するか

© カラー /Project Eva　© カラー /EVA 製作委員会
Bisty　FIELDS
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◆供給規模と支持密度の関係

　次に台あたり遊技人数である。初期に高い回転を示した後、現在は調整レンジ
へ収束している。これは需要低下ではなく、供給規模との均衡点に近づいた結果
である可能性が高い。
　1 人あたりアウトが大きく崩れていない事実を踏まえれば、体験価値そのものが
失われたわけではない。
　すなわち、機種力の低下ではなく、売り場規模とのバランス問題である。

　拡張フェーズでは面積を取りに行く。
　定着フェーズでは適正規模を探る。

　いまの「エヴァ 17」は後者にある。

◆体験強度は依然として高い

1 人あたりアウトを確認すると、初期の突出水準からは収束しているが、市場
上位レンジを維持している。これは重要である。

　深度が崩れていない機種は、完全な失速機種ではない。
　ブランド期待値が一巡した後も、一定の滞在体験を提供できている。

　ここに「エヴァ 17」の底力がある。
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◆「東京喰種」との役割差

　ここで「東京喰種」との構造差を整理する。
　「東京喰種」は、支持密度と体験強度の両立型である。
　一方、「エヴァ 17」は、高シェア型であり、競合店との客数シェア争いにおいて
強い。
　両者は競合ではない。役割が異なる。

　・「東京喰種」＝高密度安定型
　・「エヴァ 17」＝高シェア戦略型

　市場が多極構造である以上、どちらも必要である。

◆高シェア戦略機種

　結論として、「エヴァ 17」は拡張機種ではなく、高シェア戦略機種として再定義
すべきである。

　評価軸は、稼働率ではない。
　商圏内客数シェアである。

　休日ピーク、平日夜ピークにおいて、競合よりも客数を取れているかどうか。
　その観点で見るならば、「エヴァ 17」は依然として極めて重要なポジションにあ
る。

　減速ではない。役割転換である。
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◆シェアは縮小したのか

延べ遊技者割合を見ると、「エヴァ 15」は導入初期のピークからは明確に縮小
している。これは事実である。しかし重要なのは、その縮小の質である。

　急落ではない。
　崩壊でもない。

　一定レンジで安定している。
　これは、新台投入によって完全に置き換えられた機種の動きではない。
　市場内で “残されている” のではなく、“選ばれ続けている”。

　ブランド循環が起きていないという俯瞰の示唆とも整合する。

　「エヴァ 17」の登場以降、「エヴァ 15」は語
られる機会が減った。

　市場の視線は常に新機種へ向かう。
　しかし、再編局面において最も重要なのは、
崩れない基盤である。

　ここで改めて、データから「エヴァ 15」を
整理する。

「エヴァ 15」は終わったのか、それとも基盤なのか

© カラー /Project Eva　© カラー /EVA 製作委員会
Bisty　FIELDS
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◆支持密度の安定性

台あたり遊技人数を確認すると、「エヴァ 15」は爆発的な回転を示す機種では
ない。しかし、大きな崩れもない。

　これは何を意味するか。

　新台投入局面では、流動性が高まり、多くの機種が支持密度を圧縮する。
　その中でレンジを維持する機種は、固定ファン層を保持している可能性が高い。

　「東京喰種」が拡張安定型であるならば、「エヴァ 15」は固定安定型である。

◆体験深度が語る “納得感”

　1 人あたりアウトを見ると、「エヴァ 15」は突出レンジではないが、一定水準を
維持している。
　これは重要である。

体験強度が急落していないということは、遊技に対する納得感が維持されてい
ることを示す。

　高射幸性で短期回収を狙うモデルではない。
　爆発的ヒットでもない。

　しかし、“安心して打てるレンジ” を保っている。
　再編市場において、このポジションは軽視できない。



17

◆三層で見る役割整理

　ここで、三層を重ねる。

　「東京喰種」は三層横断型。
　「エヴァ 17」は高シェア戦略型。
　では「エヴァ 15」は何か。

　広がりは一定。
　厚みは安定。
　深さも維持。

　極端な拡張はないが、極端な崩れもない。

　結論として、「エヴァ 15」は市場の基盤機種である。

◆基盤機種の価値

　基盤機種とは何か。

　・売り場の土台を支え
　・急激な稼働変動を吸収し
　・新台導入時の緩衝材となる

　機種である。

　拡張を牽引する機種があるなら、安定を支える機種も必要である。

　「東京喰種」が “攻め”、
　「エヴァ 17」が “シェア戦略”、
　「エヴァ 15」が “土台”。

　この三層が並立していることこそ、現在のパチンコ市場の特徴である。
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◆“崩れていない” ことの意味

　延べ遊技者割合を見る限り、「牙狼 12」は再編局面でも急落していない。
　これは一定の支持が残っていることを意味する。

　ただし、ここで重要なのは「残っている支持」が “惰性の残存” なのか、“価値
の維持” なのかである。

　再編局面では、単にシェアが残るだけでは十分ではない。
　市場の重心は、量ではなく質へ移行しているからである。

　したがって「牙狼 12」は、「シェアを持っているか」ではなく、「選ばれ続ける
理由があるか」が問われるフェーズにある。

　ここまで、パチンコ市場を三層で整理し、

　「東京喰種＝構造的優位」
　「エヴァ 17＝高シェア戦略」
　「エヴァ 15＝基盤機種」

　という三分構造を確認した。
　この整理の上で、次に扱うべき存在が「牙
狼 12」である。

　なぜなら同機は、現時点で “崩れていない”。
しかし同時に、“伸び切ってもいない”。

　市場再編が「体験密度による選別」へ移行
している以上、この中間ポジションは、いず
れ必ず評価が割れる。

　「牙狼 12」は、まさにその判断局面に入っ
た機種である。

「牙狼 12」は “判断局面” に入った

(C)2005 雨宮慶太／ Project GARO 
(C)2006 雨宮慶太／東北新社・バンダイビジュアル 

(C)2010 - 2020 雨宮慶太／東北新社 , (C)SANSEI R&D
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◆支持密度が示す “次の分岐点”

　台あたり遊技人数を重ねると、「牙狼 12」は極端な高回転型ではない。加えて、
「東京喰種」のように “再編下でも密度が崩れない” タイプとも異なる。
　ここが判断局面の核心である。

　「エヴァ 17」のように、商圏内シェア戦略として面を取る存在でもない。
　「エヴァ 15」のように、固定層を抱えた基盤機種として安定する動きでもない。
　「東京喰種」のように、密度と深度を両立して再評価される動きでもない。

　言い換えれば、「牙狼 12」は「役割が定義され切っていない」のである。
　この状態が続くと、売り場側の意思決定が先に入る。
　“残すのか、絞るのか” その判断が、数字より先に市場に表れる。

◆体験深度で見たときの位置づけ

　1 人あたりアウトを見ると、「牙狼 12」は突出型ではない。
　これは欠点ではないが、再編局面では相対的に不利になりやすい。
　なぜなら、現在の市場は「深く打ち込まれる機種」が再評価される局面だから
である。

　「東京喰種」は深度が安定している。
　「エヴァ 17」は収束しても上位レンジを維持する。
　「エヴァ 15」も急落せず納得感を保つ。

　この中で、「牙狼 12」が “深度の物語” を持てるかどうかは大きい。
深度が伸びないままなら、同機は「安定」ではなく「停滞」として認識される

リスクがある。
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◆再定義の選択肢：「牙狼 12」はどこへ寄せるべきか

　「牙狼 12」が今後、価値を明確にするためには、以下のどの方向へ寄せるかが論
点となる。

　第一に、高シェア戦略型（＝エヴァ 17 側）へ寄せる。
　商圏内の客数シェア確保に使う設計である。面を取り、入口を増やす。

　第二に、基盤機種型（＝エヴァ 15 側）へ寄せる。
　固定層を保ちながら売り場の土台を作る。急拡張は狙わない。

　第三に、構造優位型（＝東京喰種側）へ寄せる。
　密度と深度を両立し、再編下でも “崩れない” 軸として育てる。

　どれにも寄せないまま放置すると、「牙狼 12」は「判断の対象」であり続ける。
　そして判断される機種は、市場の波ではなく “売り場の意思” でポジションが
決まる。

◆「牙狼 12」は “中立” ではいられない

　現在の市場は多極分散であり、各機種が役割を分担しながら成立している。
　その構造の中で、「牙狼 12」は中立ではいられない。

　攻めに寄せるのか。
　基盤に寄せるのか。
　密度型に寄せるのか。

　「牙狼 12」の評価は、機種性能だけで決まるのではなく、“どの役割として扱うか”
という戦略設計で決まる局面に入っている。

　本稿では、次章でパチスロ市場へ移り、同様に「北斗シリーズ」「L 東京喰種」
「L マギア」という異なるモデルの並立を確認する。その上で、2026 年前半にお
ける市場の重心がどこへ向かうのかを総合的に考察する。
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◆延べ遊技者割合 ― 世代交代は起きた

延べ遊技者割合を見ると、「L 北斗転生 2」は導入以降、明確にシェアを拡大し
ている。一方、「L 北斗 AD」は縮小傾向を示している。
　これは明確な世代交代である。しかし重要なのは、シリーズ合算で見たときの
動きである。

　北斗シリーズ全体としては、市場コアポジションを維持している。
　つまり、

　機種は入れ替わった。
　ブランドは崩れていない。

　ここに今回の再編の本質がある。

　パチンコ市場が多極分散型へ移行している一方で、パチスロ市場ではより象徴
的な動きが起きている。

　それが「L 北斗転生 2」と「L 北斗 AD」の入れ替わりである。ここで問うべき
は、“転生 2 が勝ったのか” ではない。北斗シリーズは勝ち続けているのか。この
視点で整理する。

北斗シリーズは勝っているのか、それとも入れ替わったのか

(C) 武論尊・原哲夫／コアミックス 1983，(C)COAMIX 2007 版権許諾証 YJN-815, (C)Sammy
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◆台あたり遊技人数 ― 流動ではなく移行

　次に支持密度を見る。
　「L 北斗転生 2」は導入初期に高い回転を示し、その後一定レンジへ収束してい
る。一方、「L 北斗 AD」は密度を圧縮している。
　だがこれは、市場外への流出ではない。シリーズ内移行である。
　もし北斗ブランドが弱体化しているのであれば、他シリーズへ回転が流れるは
ずである。
　しかし実際には、「L 北斗転生 2」がその受け皿となっている。

　これは単なる新台効果ではない。
　ブランド期待値が維持されている証左である。

◆1 人あたりアウト ― 体験強度の差が決定打

　最も明確な差はここに現れる。
　「L 北斗転生 2」は 3,000 個水準を維持し、深い遊技体験を提供している。一方、

「L 北斗 AD」は明確に低いレンジで推移している。
　この体験強度の差が、世代交代の決定打である。

　ブランドは同じでも、“打ち込みの深さ” が異なる。

　市場は今、体験密度で選別している。

　その原則はパチンコ市場と同様である。
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◆北斗シリーズという “軸”

　ここで視点を一段引く。

　北斗シリーズは、
　・初動で市場を動かし
　・定着フェーズでも一定の支持を維持し
　・世代交代で再拡張を図る

　という循環モデルを持つ。

　今回の「L 北斗転生 2」は、その再拡張フェーズに位置する。
　重要なのは、北斗ブランドが “シリーズとして機能している” 点である。

　単発ヒットではない。
　世代交代型ブランドである。

◆「東京喰種」・「L マギア」との構造差

　ここで、「東京喰種」や「L マギア」と比較する。

　「L 東京喰種」は安定密度型である。
　「L マギア」は高粘着特化型である。

　それに対して北斗シリーズは、ブランド循環型主軸モデルである。

市場には今、

　・ブランド循環型（北斗シリーズ）
　・構造安定型（東京喰種）
　・高粘着特化型（マギア）

　という複数の勝ちパターンが並立している。

　パチスロ市場は一強ではない。
　だが、北斗シリーズは “軸” であり続けている。

◆北斗シリーズは崩れていない、進化している

　今回の再編は、北斗ブランドの失速ではない。進化である。

　「L 北斗 AD」から「L 北斗転生 2」への移行は、ブランドの再活性化プロセスと
捉えるべきである。

市場が体験密度で選別する局面において、北斗シリーズはその選別に耐えてい
る。

　そしてそれが、2026 年前半のパチスロ市場の基軸である。
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◆延べ遊技者割合 ― 大きく奪われていない

　「L 北斗転生 2」がシェアを拡大した局面で、多くの機種が圧縮を受けた。
しかし「L 東京喰種」は、大幅な崩れを示していない。

　これは偶然ではない。

　ブランド移行が起きる局面では、“似た属性の機種” が圧縮されやすい。
　だが「L 東京喰種」は、高単価客層を中心としているため北斗シリーズとは異な
る支持層を抱えている。つまり、市場内でポジションが重複していない。

　それが、再編局面で崩れなかった理由の一つである。

　北斗シリーズが世代交代を経て再び市場軸
へ回帰した一方で、もう一つ注目すべき存在
がある。

　「L 東京喰種」である。

　北斗シリーズが “ブランド循環型主軸” で
あるならば、「東京喰種」はそれとは異なる文
脈で支持を維持している。

　同機は、再編局面において “奪われなかっ
た” 機種である。ここに重要な示唆がある。

「L 東京喰種」はなぜ崩れないのか

(C) 石田スイ／集英社・東京喰種製作委員会 
(C)CROSSALPHA, (C)SPIKY
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◆台あたり遊技人数 ― 安定密度型の特性

　支持密度を見ると、「L 東京喰種」は極端な高回転型ではない。
　しかし、急落もない。

　これは “初動型” ではなく、安定密度型であることを示す。
　北斗シリーズが拡張フェーズで市場を動かす一方で、「L 東京喰種」は一定の支
持を持続させている。

　この違いは重要である。
　市場が体験密度で選別される局面では、“崩れない機種” の価値が相対的に上昇
する。

◆1 人あたりアウト ― 深度の安定が支える構造

　最も示唆的なのは、体験強度である。
　「L 東京喰種」は、突出レンジではない。
　だが、明確な下落もない。
　深く打ち込まれる水準を維持している。
　これは、

　“話題性で打たれている” のではなく、
　“納得して打たれている” ことを意味する。

　北斗シリーズがブランド期待値で市場を引き寄せるモデルならば、「L 東京喰種」
は体験満足で支持を維持するモデルである。
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◆北斗シリーズとの構造差

　ここで整理する。

　「L 北斗転生 2」＝ブランド循環型主軸
　「L 東京喰種」＝安定密度型主軸

　両者は競合ではない。
　役割が異なる。

　北斗シリーズが市場の重心を動かすとき、「L 東京喰種」は市場の安定を保つ。

　この二軸が並立していることこそ、現在のパチスロ市場の成熟を示している。

◆崩れない機種の価値

　再編市場では、“勝った機種” ばかりが注目される。
　しかし重要なのは、“崩れなかった機種” である。

　「L 東京喰種」は、

　・シェアを急落させず
　・支持密度を維持し
　・体験深度を保っている

　三層で見て、構造的に安定している。
　北斗シリーズが軸である市場において、「L 東京喰種」は “準主軸” として機能
している。

　次章では、これらとは異なるモデル、「L マギア」という高粘着特化型機種を取
り上げ、
　市場のもう一つの勝ちパターンを整理する。
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◆延べ遊技者割合 ― 規模は大きくない

　まずシェアを見る。

　「L マギア」は、北斗シリーズのように市場を面で取りに行く機種ではない。
　延べ遊技者割合は中位レンジに位置している。
　ここだけを見れば、“主軸ではない” と判断されがちである。

　だが、今回の市場は量ではなく質で動いている。
　重要なのは次の層である。

北斗シリーズがブランド循環型主軸である
ならば、「L 東京喰種」は安定密度型主軸であ
る。

　そのいずれとも異なる軸が存在する。
　それが「L マギア」である。

　同機は、市場を広く制圧しているわけでは
ない。
　しかし、データを三層で重ねると、極めて
特徴的な構造が浮かび上がる。

「L マギア」は “狭く、深く” 勝つモデルである

(C)Magica Quartet ／ Aniplex・Magia Record Anime Partners 
[Music]Licensed by Aniplex Inc. Licensed by Sony Music Labels Inc., 

(C)UNIVERSAL ENTERTAINMENT



28

◆台あたり遊技人数 ― 密度は限定的

　支持密度も、北斗シリーズのような拡張型ではない。
　爆発的な回転増加は確認できない。

　つまり、広く触られている機種ではない。

　ここで多くの評価は止まる。

　しかし、「L マギア」の本質はさらに深い。

◆1 人あたりアウト ― 突出する体験深度

　1 人あたりアウトを見ると、「L マギア」は市場上位レンジを維持している。
　これは偶発ではない。
　導入初週から既に高水準を示し、その後も大きく崩れていない。

　つまり、同機は

　広く打たれているのではない。
　強く打たれている。

　ここに、北斗シリーズや「L 東京喰種」とは異なる勝ち方がある。
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◆高粘着特化型モデル

　三層で整理すると、

　・広がり＝中位
　・厚み＝限定的
　・深さ＝突出

　という構造である。
　これは、“狭く、深く” 支持されるモデルである。

　北斗シリーズがブランド循環で市場を回し、
　「L 東京喰種」が安定密度で市場を支えるならば、
　「L マギアは」高粘着層で稼働を作る。

　同機の価値は、シェアでは測れない。

◆再編市場における意味

　市場が体験密度で選別される局面では、高粘着モデルの存在感は増す。

　なぜなら、プレイヤーは短時間試打よりも、納得できる滞在体験を求め始めて
いるからである。

　「L マギア」は、その欲求に最も強く応えている一角である。

　ただし注意すべきは、このモデルは拡張性が限定的である点である。

　面を取りに行く機種ではない。
　だが、面を支える収益を作る機種である。
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本稿では、パチンコ・パチスロ両市場を「広がり」「厚み」「深さ」という三層
で整理してきた。延べ遊技者割合で市場の広がりを捉え、台あたり遊技人数で支
持の厚みを測り、1 人あたりアウトで体験の深さを確認した。その三層を重ね合わ
せたとき、見えてきたのは一強回帰でもブランド循環でもない、静かな選別の進
行である。

　パチンコ市場では、「東京喰種」が三層を横断して崩れない構造を持ち、「エヴァ
17」は拡張フェーズを終えて高シェア戦略機種へと役割を移し、「エヴァ 15」は
市場の基盤として安定を支えている。「牙狼 12」は依然として判断局面にあり、
どの役割へ寄せるのかが問われている。そこには、かつてのような「絶対的主役」
の姿はない。代わりに、役割分担によって成立する市場の姿がある。

　パチスロ市場でも同様である。「L 北斗転生 2」と「L 北斗 AD」の入れ替わりは、
ブランドの失速ではなく進化であり、北斗シリーズはなお市場の軸として機能し
ている。一方で、「L 東京喰種」は安定した支持密度を維持し、再編局面でも大き
く崩れなかった。そして「L マギア」は、規模ではなく深度で存在感を示す高粘
着特化型モデルとして、異なる勝ち方を提示している。ここでもまた、単一の勝
者ではなく、複数の勝ちパターンが並立している。

　では、2026 年前半の市場の重心はどこへ向かうのか。　

それは量の拡張ではなく、質の選別である。どれだけ広く触られたかよりも、
どれだけ深く打ち込まれたかが重視される局面に入っている。延べ遊技者割合だ
けでは測れない価値が、台あたり遊技人数や 1 人あたりアウトに表れている。体
験の深度を保てない機種は、緩やかに圧縮されていく。一方で、深度を維持し、
支持密度を保ち、明確な役割を持つ機種は、静かに評価を高めていく。

　市場はもはや、爆発的な拡張だけで語れる段階にはない。役割が定義され、体
験密度が担保されているかどうかが問われている。攻める機種、支える機種、収
益を作る機種。その配置設計こそが、売り場の成果を左右する。

　2026 年前半は、拡張の半年ではない。選別の半年である。三層を横断して崩れ
ない構造を持つ機種が残り、曖昧な立ち位置の機種は再定義を迫られる。市場は
大きく揺れているように見えないかもしれない。しかしその内部では、確実に重
心が移動している。

　それは派手な転換ではない。静かな再編である。そしてその再編は、すでに始
まっている。

総括：2026 年前半、市場の重心はどこへ向かうのか
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本稿では、2026 年前半の市場を三層構造で整理し、再編の方向性を考察した。
データは静かに、しかし明確に、選別の進行を示している。

　私自身、ここ数年の市場を振り返る中で感じているのは、「ヒットを当てる」こ
との難しさよりも、「構造を見誤らない」ことの難しさである。かつては、圧倒的
な出玉性能や話題性が市場を一方向へ押し流した。だが現在は違う。複数のモデ
ルが並立し、それぞれが役割を持ちながら市場を形成している。だからこそ、単
一指標での評価は危うい。

　延べ遊技者割合が高いから強いのではない。
　アウトが突出しているから優れているのでもない。
　三層を重ねたときに、どの位置にあり、どの役割を担っているのか。

　そこに本質がある。

　今回、「東京喰種」「エヴァ 17」「エヴァ 15」「牙狼 12」、そして「L 北斗転生 2」
「L 北斗 AD」「L 東京喰種」「L マギア」を通じて見えてきたのは、市場がより成
熟した段階へ進んでいるという事実である。成熟とは、衰退ではない。単純化で
きない複雑さを持つという意味である。

売り場においても、単純な増台・減台の判断だけでは足りない。

　その機種を、どの役割として扱うのか。
　どの層を取りに行き、どの層を守るのか。
　その設計思想こそが、これからの差を生むと考えている。

　市場は劇的に変わっているわけではない。しかし、静かに基準が変わっている。

　私はこの “静かな変化” を読み続けたいと思う。そしてデータを通じて、感覚
ではなく構造で語れる視座を提示し続けたい。

　2026 年前半は、その転換点の只中にある。そのことだけは、確かである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―――　𠮷元　一夢

おわりに
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